
（ 4年 8月分）

１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

72 119
89 102

81 110
101 115

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

67 165

60 143

54 84

138 90

76 87

93 117

81 91

78 110

148 137

55 142

83 115

5800 56

98 97
75 81

96 95

110 69

59 102

18 91

83 114

91 101

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 1,002,669 463,325 1,465,994 244,268,090

加工野菜 4,954 2,603 7,557 1,127,770

花き

その他

冷凍食品

計 1,007,623 465,928 1,473,551 245,395,860

一般果実 367,921 683,180 1,051,101 235,427,676

加工果実 3,994 3,994

その他

冷凍食品

計 367,921 687,174 1,055,095 235,427,676

1,375,544 1,153,102 2,528,646 480,823,536

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表

野
菜

8月は梅雨明け後に雨量が多く、地域によっては圃場が浸水するなどの被害が発生した。これにより人参、大根、かぶなどで
生育障害が見られた。また、東北や北海道からのコンテナ輸送が一時滞り、入荷のバランスが崩れ、品薄で単価高となった。
一方で、関東・甲信越地方では、大きな雨の被害はなく、キャベツ・レタス等は概ね順調な出回りとなり、単価安となった。全体
入荷量は1,463トﾝ（前年比72％）、価格については前年比119％であった。

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

1,463 236

群馬・長野県産の入荷。産地出荷昨年を上回る出荷も、高温による品質不良や、お
盆の特売を回避したこともあり入荷数量伸びず。下旬から品質安定特売対応も重な
り入荷増えるも、月を通せば昨年を下回る入荷。出回り多く、単価も昨年を下回る。

190

332

だいこん

北海道産の販売。６月から続く天候不順の影響から出荷数量伸び悩み。瞬間的な
増量はあっても続かず、月を通して少量入荷の高値安定で推移。 82 165

65

７月の高温による影響が大きく単価の下落はないが、家庭菜園安定や量販の売り出
しが弱く荷動きの鈍き状況もあった。お盆に向けて減少予想するも天候に左右され
盆前に減少し足りない傾向から、盆後回復し安定の動き。

68 330

果
実

肥料・資材の高騰で産地の指示価格が高くなった。それに沿うように販売したが店の対応は厳しく、売り場面積を減らしたり、
品揃えだけにしたりして厳しい販売となり、販売価格が下落した。中でも桃・梨が顕著であった。外果も円安の影響により仕入
価格が高騰し、思うような販売ができなかったが、バナナ・キウイ・パインを中心に健闘した。

1,056 402

野

キャベツ

市  況  の  概  要 入荷数量

幸水

本年は全国的に夜温が下がらず、着色も進まず、入荷が5～7日遅れていました。販
売の方は順調で食味も良好であった。 232

主 要 品 目

菜

なす

前年不足感からの高値推移であったが、本年は山谷のない状況
生産地は例年より少ない出荷傾向ながら大きな相場変動無く、安定した販売であっ
た。

きゅうり

トマト

岐阜県産中心の販売。東北、北海道産が大雨等の天候不順の影響で入荷減とな
り、関東市場中心に盆前トマト市況高騰。盆明け以降も特売需要等により引き合い
強く、価格は下がらず堅調に推移。

118 452

665

43

723

果

もも

山梨県産主体の入荷。7月後半より山梨・新潟・長野・福島など数量が出始め販売
苦戦。お盆後は数量が減ったものの盆前の流通在庫が残り、単価安で推移した。 48

482

実

すいか

石川・山形の入荷で盆前まで順調な販売であったが、後半気候が不安定な上にお
客からの需要も少なかった。 41

デラウェア

山形県産の販売。高温の影響から生育の遅れもあり、初旬は数量が出揃わず高単
価で推移。需要期のお盆にかけて数量・単価ともに安定していった。 22

1,476,713 2,604,483

192

バナナ

昨年よりも全体的に平均単価も上昇したが、量販店の特売回数も減り、入荷減と
なった。 280 185

130,771,469

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

野
 
 

菜

129,294,756 373,562,846

1,935,671 1,935,671

224,353,075 459,780,751

376,167,329

合計 355,124,544 835,948,080

果
 
 

実

222,417,404 457,845,080


